
 

 

全校生徒必須！枝幸高校で育む「論理的思考力」 

北海道枝幸高等学校  

学 級 数 ６  

（校長 吉田 勝文）  

Ⅰ 実践テーマ趣旨 

本校は昭和26年に定時制普通科としての開校

し、昭和 28年に全日制が併置され今年度で創立

67年を迎えた。平成11年度から２間口となった

ことを受け、小規模校としての特長を生かし、

生徒一人一人の能力に合わせた丁寧な指導を展

開し、これまで 6000名以上の卒業生を輩出して

いる。平成 30年度は 167名の生徒が在籍し、地

域の教育の中心的な役割を担っている。 

卒業後の進路は、進学希望と就職希望がとも

に５割程度であり、いわゆる進路多様校であ

る。就職希望者の多くは地元に残ることを希望し、進学希望者においても、将来は地元に戻りたいと考

えている生徒が少なくない。 

町内の小学校、中学校及び教育委員会と連携を密にしており、地域の子どもたちの情報を共有すること

で、学びの連続性を踏まえた教育活動を展開している。 

本校の目指す生徒像である「社会に貢献する生徒」の育成に向け、平成 29 年度から２年間にわたり国

立教育政策研究所の「教育課程研究指定校事業（論理的思考）」の指定を受け、「社会で生きるために必要

な基礎力、思考力・表現力の育成」に取り組んだ。 

 

Ⅱ 実践の内容 

１ 「朝新聞」による情報活用の取組 

本校では、毎日８時 25 分からの 10 分間、朝読書を実施してい

る。そのうち第１、第３、第５週目の金曜日は、「朝新聞」と称

し、同じ時間帯で約 800～1000 字程度の新聞記事を読み、「本文か

を要約する力」、「自分の意見を論理的に表現する力」の育成を目

指した２つの設問について解答させる取組をしている。記事の選

定は、教諭で組織する「記事選定会議」において、教科横断的な

視点に立った記事を選び、設問の妥当性と模範解答の合理性を協

議している。記事選定会議は概ね月に１回開催し、「朝新聞」の取

組は１年間で 16回程度実施している。 
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別紙１ 

朝新聞（平成 30年 10月 26日
号） 



 

２ ルーブリックの活用による学習評価 

生徒の変容を具体的に明確化して評価する

ことを目的に、一部教科において、論理的思

考力を測る評価基準（ルーブリック）を作成

し、授業改善を推進した。 

さらに全校的に取組を推進するため、「論

理的思考力のある枝高の生徒像とは」をテー

マに校内研修会を開催し、ＫＪ法を使用した

グループワークを行い、各教科で活用できる

汎用的なルーブリックの検討を行った。その

後、各教科において、科目の内容を踏まえたルーブリックを作成し運用している。 

 

３ 授業交流週間 

教員同士が授業を互見すること

で、「論理的思考力を育成するため

の実践」になっているかを確認し

合う機会として授業交流週間を設

けている。 

確実かつ効果的に取り組めるよう、年２回の実施とし、３

教科単位のグループを編成し、期間中（概ね３ヶ月）はグルー

プのメンバーを固定することにより、生徒の変容や教師の実践

の変化を把握しやすくしている。 

参観者は、生徒の変容などの授業内での気付きなどを記載

した記録用紙を授業者に提出し、期間の終わりには、グループ

ごとに合評会を行っている。 

 

４ 研究授業による実践共有 

数学科において、「論理的思考力の

育成」に焦点化した数学Ⅱの授業を実

施した。２年生の習熟度別の３展開の

うち、応用クラス（22 名）において、

常用対数の単元のまとめとして、昨年

度枝幸町で発生したインフルエンザの罹患状況をモデルに、授

業内容を組み立てた。 

まず、生徒が個人ワークで見通しを立て、その後、グループ

内にて「どうしてその考えに至ったか」について根拠を持って

話し合う場を設けた。 

授業者は、それぞれのグループで導き出された数値と、そこ

から何か気付くことはないかなどを問いかけ、板書により共有

し、生徒の思考をさらに深めさせた。 

本授業は、本校教員はもとより管内他校の教員が参観し、授業後の研究協議において意見交流を行う

などし、実践を共有する機会となった。 

 

 

 

授業交流週間の様子 

グループワークの様子 



 

Ⅲ 実践の成果と課題 

 １ 取組の成果 

(1) 「朝新聞」の取組について 

本取組を通して、正答が定まって

いない問いに対して自分なりの考え

をまとめ、それを表現することに慣

れさせることができた。また、生徒

アンケートでは、「論理的思考が高

まったと感じる」と回答した生徒が

多くいた。  

また、そのことついて、幅広い教

科に渡って記述されており、学校全体としての取組になっていたことが確認できた。 

朝新聞の取組についての設問では、「読む力・書く力」が高まった又は少し高まったと答えた生徒が

６割以上となり、継続的な取組によって、論理的思考の基盤となる思考力・表現力の高まりを生徒が

自覚できていることが確認できた。 

  (2) ルーブリックの活用による学習評価について 

授業において、「何を身に付けるのか」、「何が

できるようなるのか」を明確にし、教員と生徒が

ともに「評価基準」を共有することで、何をどう

改善すれば目標に到達することができるのかを意

識しながら、授業を進めることができるようにな

った。 

ルーブリック評価の活用は、年度末までに全て

の教科で実施することにしているが、すでに実施

している教科においては、「総体的に生徒の学習

意欲が高まっており、成績下位から中位にかけて

のボリューム層の学習意欲が特に高まっている」

ことが捉えられており、生徒からは「学習目標が

明確なので、何をどう取り組むのかが分かりやす

くなった」との声などがあり、ルーブリック評価

の活用の成果を体感できる状況になった。 

また、ルーブリック評価を用いることで、思考

力・判断力・表現力を育成するための「過程」に

も焦点を当てることができることが確認できた。 

  (3) 授業交流週間及び研究授業による実践共有について 

授業交流週間における授業交流及び合評会を通して、「論理的思考力を問う実践とは何か」につい

て教科を越えて共有し、さらにそれを次回以降の授業に生かすことで、論理的思考力を育成する取組

を教科横断的に深めることができた。 

また、研究授業等による中学校の教職員との意見交換等では、生徒が授業の最後に記入する「振り

返りシート」において自己評価を記入させ、目標到達を「見える化」し、その記載内容から、本時に

提示された学習目標の設定の適切さを検証できた。 

これまでは、学習目標が抽象的であり、生徒が｢何が分かったか｣、｢何ができるようになったか｣を

評価できなかったり、目標達成に向けた授業展開になっていなかったりした場合があったが、｢何を

学ばせたいのか｣、｢どのような力を身に付けさせたいのか｣を教員が意識するようになり、生徒に対

し適切な到達目標を具体的な言葉で提示することができるようになってきた。 



 

(4) 生徒へのアンケート調査の結果について 

本校では、生徒に対し、論理的思考力につ

いて問うアンケート調査を行っている。設問

のうち、「論理的思考力が高まった」と回答し

た生徒は、昨年度と今年度を比較して 11％の

増加となった。また、「論理的思考力が高まっ

た場面」については、「授業の中で課題解決に

ついて考える機会」や「何がどうなったかを

考えて正確に解くことができたとき」など積

極的なものが多かった。さらに、部活動の場

面においても「できないプレーを直そうと考

えたとき」「速くなるためにどこをトレーニングすれば良いか考えるとき」などの回答があり、学校

の教育活動全体の場面で「論理的思考力」の活用が図られていることがうかがえる。 

 

２ 取組の課題 

(1) 「朝新聞」の評価の具体化が課題であるため、測る能力を焦点化し、問１では読解力、問２では

思考力・判断力・表現力を測るものとして定義し直したが、生徒は、「両論併記されていない記事」

について意見を構築しづらく、適切な表現ができない状況になっているため、記事選定会議における

教材選定の改善が必要である。 

(2) ルーブリック評価について、評価基準を設定することで評価者も被評価者も簡潔に理解できるが、

その信頼性と妥当性を担保した基準設定と改善を図るための見直しに時間を要した。職員全体で、生

徒に育成したい力の共通理解を図ったが、今後、本校の目指す生徒像の具体化をすすめ、評価基準の

改善を継続する必要がある。 

 

Ⅳ 最後に 

本校は、国立教育政策研究所の「教育課程研究指定校事業（論理的思考）」の指定を受け、大きく授業

改善を進めることができた。本校は経験が浅い教員が多いが、授業交流週間等により、教員同士が実践

や課題を共有でき、教科の枠にとらわれることなく実践を進めることができた。 

  また、朝新聞の取組は、本校の論理的思考力の伸ばす取組の核となるものであり、今後も、教材となる

記事の検討をすすめ、さらに充実するよう取組を継続する。 

地域の最高学府として、町内外、特に地元の小中学校に本校の取組を発信し、地域の子どもは地域で

育てる「学びの連続性」を重点に掲げ、地域の子どもたち全体の資質・能力が高まるよう充実した取組

を展開したい。 


